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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
家庭・地域における取組として，南区で行われている「食に着目したアクティブエイジング推進事業」です。
この事業は，高齢者が健康でいきいきと活動するために，多くの人が関わりながら，
おいしさや健康面だけでなく，安全な食生活を送るための支援を目的としています。
まず，地域の高齢者を対象にアンケート調査で「どのような料理が知りたいか」などニーズの把握を行いました。
その結果，希望の多かった３つのテーマで，地域の大学生にレシピを考案していただき，
地域の高齢者，食生活改善推進員協議会など地域で活動している方，食品事業者などでレシピを選定しました。
今年度はこのレシピを，料理講習会やショッピングセンターで紹介していますが，
「学生さんが考えた」ということで興味を持たれる方もいらっしゃいます。
また，料理講習会は，学生と地域の高齢者が一緒に行ったことで，
「とてもよい交流ができた」「主婦の方の知恵が聞けた」などの声が聞けました。
今後は，料理講習会での意見などを参考にしながら，
各関係者の得意な分野を活かしながら支援をすすめていくということです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【こども未来局】
　また，子どもたちは，給食により，食べ物のことを学ぶとともに，友達や先生と一緒に食べる楽しさを体験しており，給食の展示の前では，楽しそうに，保護者と給食の話をする姿が見られます。
　保護者には，給食だよりで，毎日の給食献立や，食の情報をお知らせしております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【こ未来】
　従来から掲載しております，公立保育所の誕生会メニューや，おすすめメニューにつきましては，過去3年分の掲載分も見ることができるようにしております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　学校における食育の推進について説明いたします。

　学校における食育につきまして，小学生においては望ましい食習慣や基本的な生活習慣を確立するため，中学生においては生涯にわたり健康な生活を送る力を育むために，教職員が連携しながら，給食時間や各教科など学校教育全体を通じて指導に取り組んでおります。（第２次福岡市食育推進計画P.43～44より）
　各学校において児童生徒の発達段階に応じた到達目標を設定し，食育の全体計画を立てて，計画的，継続的に指導しております。お示ししております「目標」は，児童生徒の発達段階に応じた食に関する指導の目標から一部を抜粋したものです。
　
　学校における食育については様々ありますが，本日はその中から具体的な取組を２つご紹介いたします。
　まず１点目は，給食を生かした食育の１例です。
　この写真は，ある学校の校内に設けられた食育の掲示スペースです。食べ物の働きを赤・黄・緑の３つのグループに分け，毎日の給食の献立に使用されている食材を分けて掲示しています。
　また給食時間には，栄養教諭等が作成した「今日の献立」や「ひと言メモ」などについて全校に放送しています。
　このように，児童生徒の目にふれる場所への掲示や，毎日の献立に関する校内放送の繰り返しなど，給食を通して栄養的な知識等が自然に身に付くような環境づくりを行っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　２点目は，教科学習における食育について，小学校第６学年の家庭科「くふうしよう　楽しい食事」の学習について説明いたします。

　この学習の目標は「バランスのよい献立を考えること」「身近な食品でおかずを作ること」「楽しく食事をすること」です。
　まず栄養バランスを考えた１食分の献立を立てます。１食分の望ましい栄養バランスの割合は，主食３，主菜１，副菜２となっており，弁当箱につめると，このようになります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このSSSにおいての，関係者の図です。
大学をはじめ生産者や企業など，取組テーマに沿ってそれぞれの役割を持っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは2年前から始めた中学校でのスクールランチ＝給食の様子です。
給食指導として，食事のマナーや手洗い，給食がどのようにして作られているかなどを学び，一汁三菜の給食をいただきます。
1年生が学校内で栽培したさつま芋も提供されるそうです。
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